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検 印文法の確認

重要語の確認

文
法

重
要
語

文
脈

段
落
構
成

主
題

合
計/12 /18 /51 /8 /11 /100

歌
物
語

伊  

勢  

物  

語�

東
下
り

教科書

p.61
～
p.63

１	

　
　
次
の
語
句
の
本
文
中
で
の
意
味
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。	

〈
各
2
点
〉

⑴
　
惑
ふ
（
六一・
3
）

　
　
ア
　
あ
わ
て
る
　
イ
　
戸
惑
う
　
ウ
　
さ
ま
よ
う

⑵
　
文
（
六二・
2
）

　
　
ア
　
学
問
　
　
　
イ
　
手
紙
　
　
ウ
　
書
物

⑶
　
う
つ
つ
（
六二・
3
）

　
　
ア
　
現
実
　
　
　
イ
　
ま
ぼ
ろ
し
　
　
ウ
　
夢

⑷
　
わ
ぶ
（
六二・
14
）

　
　
ア
　
謝
罪
す
る
　
イ
　
落
ち
ぶ
れ
る

　
　
ウ
　
嘆
く

２	

　
　
次
の
空
欄
に
入
る
よ
う
に
、
傍
線
部
の
意
味

を
答
え
よ
。	

〈
各
2
点
〉

⑴
　
い
と
お
も
し
ろ
く
咲
き
た
り
。（
六一・
6
）

　
　
た
い
そ
う
〔	

〕
咲
い
て
い
る
。

⑵
　
す
ず
ろ
な
る
目
を
見
る
（
六一・
12
）

　
　〔	

〕
目
に
遭
う

⑶
　
五
月
の
つ
ご
も
り
に
、（
六二・
5
）

　
　
五
月
の
〔
　
　
　
　
　
〕
に
、

⑷
　
み
な
人
も
の
わ
び
し
く
て
、（
六二・
15
）

　
　
人
々
は
皆
〔
　
　
　
　
　
　
　
　	

〕
て
、

３	

　
　
次
の
漢
字
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え

よ
。	

〈
各
1
点
〉

⑴
　
唐
衣
（
六一・
9
）	

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

⑵
　
修
行
者
（
六一・
13
）	

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

語
句

語
句

語
句

１	
　
　
次
の
各
文
に
お
け
る
傍
線
部
の
助
詞
「
ば
」
の
用
法
を
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。	

〈
各
1
点
〉

⑴
　
富
士
の
山
を
見
れ
ば
、
五
月
の
つ
ご
も
り
に
、
雪
い
と
白
う
降
れ
り
。（
六二・
5
）

⑵
　
京
に
は
見
え
ぬ
鳥
な
れ
ば
、
み
な
人
見
知
ら
ず
。（
六三・
2
）

　
ア
　
順
接
の
仮
定
条
件
　
　
イ
　
順
接
の
確
定
条
件
（
原
因
・
理
由
）

　
ウ
　
順
接
の
確
定
条
件
（
偶
然
条
件
）

２	

　
　
次
の
空
欄
に
適
当
な
語
句
を
入
れ
て
、
助
詞
の
表
を
完
成
さ
せ
よ
。	

〈
各
1
点
〉

３	

　
　
次
の
文
に
お
け
る
傍
線
部
の
「
し
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。	

〈
各
2
点
〉

　
唐
衣
き
つ
つ
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る
ば
る
き
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ
（
六一・
9
）

文
法

⑴

⑵

文
法

助
詞

種
類

接
続

意
味
・
用
法
（
現
代
語
訳
）

ば

接
続
助
詞

未
然
形

1 

順
接
の
仮
定
条
件
（
…
な
ら
ば
／
…
た
ら
／
…
ば
）

已
然
形

2 

順
接
の
確
定
条
件

　
⑴ 

原
因
・
理
由
（
a〔	

〕）

　
⑵ 

偶
然
条
件
（
b〔	

〕）

　
⑶ 

恒
時
条
件
（
c〔	

〕）

し

副
助
詞

種
々
の
語
d〔

　
　
　
　
　
　
　
　
〕（
特
に
訳
さ
な
い
）

文
法

⑴

⑵

⑶

⑴⑵⑶
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１	
　
　「
身
を
え
う
な
き
も
の
に
思
ひ
な
し
て
」（
六一・
1
）
を
現
代
語
訳

せ
よ
。	

〈
2
点
〉

２	

　
　
次
の
各
文
に
お
け
る
傍
線
部
の
格
助
詞
の
用
法
を
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。

	

〈
各
1
点
〉

⑴
　
住
む
べ
き
国
求
め
に
。（
六一・
2
）

⑵
　
一
人
二
人
し
て
行
き
け
り
。（
六一・
3
）

⑶
　
八
橋
と
い
ふ
所
に
い
た
り
ぬ
。（
六一・
4
）

⑷
　
あ
る
人
の
い
は
く
、（
六一・
7
）

⑸
　
旅
の
心
を
よ
め
。（
六一・
8
）

　
ア
　
手
段
・
方
法
　 

イ
　
動
作
を
共
に
す
る
相
手
　 

ウ
　
帰
着
点

　
エ
　
主
格
　
　
　
　 

オ
　
動
作
の
目
的
　
　
　
　
　 
カ
　
連
体
修
飾
格

３	

「
下
り
ゐ
て
」（
六一・
6
）
に
つ
い
て
、

⑴
　
　「
下
り
ゐ
」
の
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
答
え
よ
。	

〈
完
答
1
点
〉

⑵
　
　「
下
り
ゐ
て
」
と
は
ど
の
よ
う
な
動
作
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
か
ら
選
べ
。	

〈
2
点
〉

　
ア
　
馬
か
ら
降
り
て
座
る
　
　
イ
　
都
か
ら
や
っ
て
来
て
こ
こ
に
い
る

　
ウ
　
牛
車
か
ら
降
り
て
座
る
　
エ
　
船
か
ら
降
り
て
座
る

文
脈
を
理
解
す
る

現
代
語
訳

文
法

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

文
法

語
句

４	

　
　「
か
き
つ
ば
た
と
い
ふ
五
文
字
を
句
の
上
に
据
ゑ
て
」（
六一・
7
）
の

よ
う
に
し
て
歌
を
詠
む
こ
と
を
何
と
い
う
か
。
漢
字
二
字
で
答
え
よ
。

	

〈
2
点
〉

５	

　
　「
唐
衣
…
」（
六一・
9
）
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
次
の
修
辞
を
抜
き

出
せ
。	

〈
完
答
各
2
点
〉

⑴
　
枕
詞
〔
　 

　
　
　
　
　
　
　
〕	

導
き
出
す
語
〔
　 

　
　
　
　
　
　
　
〕

⑵
　
序
詞
〔
　 

　
　
　
　
　
　
　
〕	

導
き
出
す
語
〔
　 

　
　
　
　
　
　
　
〕

⑶
　
掛
詞
〔
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
〕〔
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
〕〔
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
〕

⑷
　「
唐
衣
」
の
縁
語
〔
　
　　
　
〕〔
　
　　
　
〕〔
　
　　
　
〕〔
　
　　
　
〕

６	

　
　
次
の
各
文
に
お
け
る
傍
線
部
の
助
詞
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。	

〈
各
1
点
〉

⑴
　
い
と
暗
う
細
き
に
、（
六一・
12
）

⑵
　
見
る
こ
と
と
思
ふ
に
、（
六一・
12
）

　
ア
　
接
続
助
詞
（
単
純
な
接
続
）　
　
　
　
イ
　
格
助
詞
（
添
加
）　
　

　
ウ
　
接
続
助
詞
（
逆
接
の
確
定
条
件
）　
　
エ
　
格
助
詞
（
原
因
・
理
由
）

７	

「
い
か
で
か
い
ま
す
る
」（
六一・
13
）
に
つ
い
て
、

⑴
　
　「
い
ま
す
る
」
の
敬
語
の
種
類
と
敬
意
の
対
象
を
答
え
よ
。

	

〈
完
答
2
点
〉

⑵
　
　「
い
か
で
か
い
ま
す
る
」
を
現
代
語
訳
せ
よ
。	

〈
2
点
〉

和
歌

和
歌

文
法

⑴

⑵

文
法

現
代
語
訳

第一段落

第一段落第二段落
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「
時
知
ら
ぬ
…
」（
六二・
7
）
の
歌
に
つ
い
て
、

⑴
　
　
係
助
詞
と
結
び
の
語
を
抜
き
出
せ
。	

〈
完
答
2
点
〉

⑵
　
　
富
士
の
山
に
対
し
て
「
時
知
ら
ぬ
山
」
と
驚
嘆
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。
二
十
字
以
内
で
答
え
よ
。	

〈
3
点
〉

　	

　
　「
こ
こ
」（
六二・
9
）
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
こ
か
。
本
文
中
か
ら

一
語
で
抜
き
出
せ
。	

〈
2
点
〉

　	

　
　「
塩
尻
」（
六二・
10
）
は
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
か
。
答
え
よ
。

	

〈
1
点
〉

　	

　
　
次
の
各
文
の
傍
線
部
の
助
詞
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。	

〈
各
1
点
〉

⑴
　「
は
や
舟
に
乗
れ
。
日
も
暮
れ
ぬ
。」
と
言
ふ
に
、（
六二・
15
）

⑵
　
さ
る
折
し
も
、（
六三・
1
）

⑶
　
水
の
上
に
遊
び
つ
つ
（
六三・
2
）

　
ア
　
接
続
助
詞
（
動
作
の
並
行
）　
　
イ
　
格
助
詞
（
引
用
）

　
ウ
　
副
助
詞
（
強
意
）　
　
　
　
　
　
エ
　
格
助
詞
（
並
列
）

10
文
法

内
容

10

20

11＊

指
示

12
語
句

13
文
法

⑴

⑵

⑶

８	

　
　「
そ
の
人
」（
六二・
1
）
と
は
、
男
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
人
か
。

答
え
よ
。	

〈
2
点
〉

９	

「
駿
河
な
る
…
」（
六二・
3
）
の
歌
に
つ
い
て
、	

〈
各
2
点
〉

⑴
　
　
序
詞
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
が
導
き
出
す
語
を
答
え
よ
。

⑵
　
　「
夢
」
と
対
応
し
て
い
る
言
葉
を
抜
き
出
せ
。

⑶
　
　「
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。

　
ア
　
夢
で
あ
な
た
に
会
わ
な
い
の
は
、
私
を
思
っ
て
く
れ
な
い
か
ら
だ
。

　
イ
　
夢
で
私
に
会
わ
な
い
の
は
、
あ
な
た
を
思
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　
ウ
　
夢
で
お
互
い
に
会
わ
な
い
の
は
、
お
互
い
に
思
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　
エ
　
夢
で
あ
な
た
に
会
わ
な
い
の
は
、
あ
な
た
を
思
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

＊

内
容

和
歌

序
詞

導
き
出
す
語

内
容

古
典
常
識

第二段落

第三段落第四段落
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　「
東
下
り
」
の
主
題
に
つ
い
て
、

⑴
　「
す
み
だ
川
」
の
ほ
と
り
で
男
た
ち
が
「
わ
び
合
」（
六二・
14
）
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。	

〈
4
点
〉

　
ア�

　「
す
み
だ
川
」
を
見
た
こ
と
で
故
郷
の
川
を
思
い
出
し
、
寂
し
く
な

っ
た
か
ら
。

　
イ�

　
川
幅
が
大
き
い
の
で
、
無
事
に
川
を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
に

な
っ
た
か
ら
。

　
ウ�

　
こ
れ
か
ら
の
旅
路
で
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
恐
ろ
し
く
な

っ
た
か
ら
。

　
エ�

　
京
を
出
て
か
ら
の
時
間
と
距
離
を
思
っ
て
、
遠
く
に
来
た	

	

こ
と
が
つ
ら
く
な
っ
た
か
ら
。

⑵
　「
唐
衣
…
」・「
駿
河
な
る
…
」・「
名
に
し
負
は
ば
…
」
の
三
首
に
共
通

し
て
詠
ま
れ
て
い
る
「
男
」
の
心
情
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か

ら
選
べ
。	

〈
4
点
〉

　
ア
　
京
に
残
し
て
き
た
女
性
を
恨
め
し
く
思
う
心
情
。

　
イ
　
京
に
残
し
て
き
た
女
性
を
恋
し
く
思
う
心
情
。

　
ウ
　
京
に
残
し
て
き
た
女
性
を
不
満
に
思
う
心
情
。

　
エ
　
京
に
残
し
て
き
た
女
性
を
い
じ
ら
し
く
思
う
心
情
。

⑶
　「
舟
こ
ぞ
り
て
泣
き
に
け
り
」（
六三・
7
）
と
あ
る
が
、「
男
」
が
歌
を
詠

み
、
皆
で
泣
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
何
か
。
答
え
よ
。	

	

〈
3
点
〉

主
題
を
考
え
る

17
主
題

　	

　
　「
名
に
し
負
は
ば
」（
六三・
5
）
を
現
代
語
訳
せ
よ
。	

〈
2
点
〉

　	

　
　「
こ
と
問
は
む
」（
六三・
5
）
と
は
、
何
と
問
お
う
と
い
う
の
か
。 

本
文
中
の
歌
の
中
か
ら
十
二
字
以
内
で
抜
き
出
せ
。	

〈
2
点
〉

　	

　
　
次
の
空
欄
に
適
当
な
言
葉
を
入
れ
よ
。	

〈
各
1
点
〉

14
現
代
語
訳

15
内
容

10

構
成
を
ま
と
め
る

段
落

16
構
成

第一段落

三
河
の
国

八
橋

昔
、
男
が
い
た
。
自
分
は
必
要
の
な
い
者
だ
と
思
い
込
ん
で
、

「
a〔　
　
　
　

〕
に
は
い
る
ま
い
。
b〔　
　
　
　

〕
に
住
む
の

に
ふ
さ
わ
し
い
国
を
求
め
に
行
こ
う
。」
と
考
え
、
友
人
と
旅

立
っ
た
。
三
河
の
国
、
八
橋
に
至
り
、「
か
き
つ
ば
た
」
を

c〔　
　
　
　
　

〕
に
し
て
都
の
妻
を
恋
し
く
思
う
歌
を
詠
ん
だ
。

第二段落

駿
河
の
国

〔
ｄ
〕
の
山

駿
河
の
国
の
d〔　
　
　
　
　

〕
の
山
で
、
京
へ
と
向
か
う
修
行

者
に
出
会
っ
た
。
男
は
修
行
者
に
、
都
に
残
し
て
き
た
女
性
の

こ
と
を
思
う
歌
を
詠
み
、
e〔　
　
　
　
　

〕
と
し
て
託
し
た
。

第三段落

駿
河
の
国

富
士
の
山

富
士
の
山
は
夏
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
f〔　
　
　
　

〕
を
頂
い
て

い
た
。
男
は
、
そ
の
山
が
ま
る
で
季
節
を
わ
き
ま
え
ぬ
か
の
よ

う
だ
と
歌
に
詠
ん
だ
。

第四段落

武
蔵
の
国

下
総
の
国

〔
ｇ
〕
川

武
蔵
の
国
と
下
総
の
国
の
境
に
あ
る
g〔　
　
　
　
　
　

〕
川
ま

で
来
た
。
水
の
上
で
遊
ぶ
鳥
の
名
を
尋
ね
る
と
、
渡
し
守
は

h〔　
　
　
　
　

〕
と
い
う
名
で
あ
る
と
い
う
。
男
は
都
に
残
し

て
き
た
人
の
安
否
を
問
い
か
け
る
歌
で
、
鳥
に
呼
び
か
け
た
。

第四段落


